表１　必ず一度は検査しておきたい水質検査項目
	基準項目　　基準値
	水　質　基　準　項　目　の　解　説

	一般細菌　　　　 100個/ml以下

	一般細菌数は、通常地下水では変動は少ないが、汚染されると明らかに増加する。これが著しく増加した場合は、病原微生物に汚染されている可能性がある。

	大腸菌　　　    検出されないこと
	多くの場合、人を含む動物の腸管内に生息している。従って大腸菌が検出された場合は、消化器系感染症の原因となる細菌が含まれている可能性がある。

	亜硝酸態窒素　　0.04mg/l以下
	タンパク質等の窒素化合物が酸化されてできる無機物質。窒素肥料や汚水の混入により測定値が高くなる。

	硝酸態窒素及び　10mg/l以下

亜硝酸態窒素
	

	塩化物イオン　　200mg/l以下
	汚水や海水の混入により測定値が高くなる。250mg/lを超えると塩味を感じるといわれている。

	全有機物炭素(ＴＯＣ）量
3mg/l以下
	有機物による汚れの度合いを示し、土壌の影響の他、汚水や工場排水の混入によっても増加する。
水道水中に多いと、渋みをつける。

	pH値　　　　　　5.8以上8.6以下

	水の最も基本的な性質を示す。0～14の値で示され、pH7が中性、7より小さくなるほど酸性が強く、7より大きくなるほどアルカリ性が強い。8以上で塩素消毒の効果が低下し、酸性が強い

と配管等の腐食、コンクリート劣化に影響する。

	味　　　　　　  異常でないこと
	地質や海水、工場排水、化学薬品等の混入及び藻類等の繁殖などの影響を受ける。

	臭気　　　　　　異常でないこと
	汚水の混入、プランクトンの繁殖、地質などの影響を受ける。

	色度　　　　　　５度以下

	水が着色する原因としては、フミン質（動植物が微生物分解されてできた有機物）、鉄、マンガンなどの影響が考えられる。鉄が原因の場合は、濁りも同時に現れる。

	濁度　　　　　　２度以下

	水の濁りの程度を示す。下痢症の原因となるクリプトスポリジウム（原虫）対策として、水道では、ろ過後の濁度を0.1度以下で管理することになっている。

	カドミウム　　 　0.003mg/l以下

	鉱業(非鉄金属)廃水、非鉄金属製造工場の廃水から混入することがある。イタイイタイ病の原因物質として知られる。

	鉛　　　　　　　 0.01mg/l以下
	水道水では、主に給水管に鉛管を使用している場合に検出されることがある。発ガン性の可能性、高濃度の継続摂取による体内蓄積の影響から基準値が定められている。

	ヒ素　　　　　 　0.01mg/l以下
	地質の影響を受ける。汚染井戸水の摂取による、皮膚の異常、末梢神経症、末梢循環不全等の慢性中毒症が報告されている。平成１５年３月には茨城県で飲用井戸の汚染事例があった。

	フッ素　　　　   0.8mg/l以下
	地質の影響を受け、高濃度に含まれると斑状歯となることが知られている。

	水銀　　　　 　  0.0005mg/l以下
	水銀使用工場の廃水から混入することがある。水俣病の原因物質として知られる。

	六価クロム　　 　0.02mg/l以下

	鉱山廃水やセメント工場、メッキ工場廃水、皮革廃水から混入することがある。発ガン性及び遺伝毒性の影響から、基準値が定められている。

	シアン化合物イオン及び塩化シアン

　　　　　　   　0.01mg/l以下
	メッキ工場、鉄鋼処理工場廃水から混入することがある。

	亜鉛　　　　　 　1.0mg/l以下

	鉱業(非鉄金属)廃水、非鉄金属製造工場、金属製品製造工場廃水からの混入の他に、亜鉛メッキ鋼管が使用されていると検出されることがある。高濃度に含まれていると、水の白濁の原因となる。

	鉄　　　　　　 　0.3mg/l以下
	高濃度に含まれると、金気臭や着色（赤水）の原因となる。

	銅　　　　　　 　1.0mg/l以下

	鉱業(非鉄金属)廃水、非鉄金属製造工場、金属製品製造工場廃水からの混入の他、給水装置等に使われる銅管から溶出することがある。高濃度に含まれると、着色（青）の原因となる。

	マンガン　　　 　0.05mg/l以下

	地質の影響を受け、鉱山（硫黄・硫化鉄）廃水から混入することがある。着色（黒）の原因となることがある。

	硬度　　　　　 　300mg/l以下
(ｶﾙｼｳﾑ･ﾏｸﾞﾈｼｳﾑ等)
	地質の影響を受ける。約100mg/lを境に、これより低い水は軟水、高い水は硬水と呼ばれる。

日常生活に影響するところが大きく、硬度が高いと、石けんの泡立ちが悪い。

	蒸発残留物　　 　500mg/l以下

	水を蒸発させたときに残る残留物のこと。主な成分は塩類および有機物。残留物が多いと、苦み渋みを付け、適度に(30～200mg/l)含まれるとまろやかさを出すとされる。

	陰ｲｵﾝ界面活性剤　0.2mg/l以下
	生活排水等の混入による。泡立ちの原因となる。

	フェノール類　 　0.005mg/l以下

	芳香族と呼ばれる有機化合物の一種で、微量含まれても異臭味の原因となる。平成１４年３月滋賀県信楽町で、同年６月には兵庫県篠山市で工場廃水からの混入による水道水の異臭味事故があった。

	· 必要に応じ、上に示す以外の項目についても検査してください。
· 井戸水の水質は変動しますので、一度の検査だけで、ずっと飲めるかどうかの判断は出来ません。
· 安全のため、飲用等口に入る可能性のある水には水道水の利用をお勧めします。水道水は、水道法水質基準の５１項目について定期的に検査をし、安全確認した水が、供給されています。


	龍野健康福祉事務所水質検査受付　：　事前に採水ビンを取りに来てください


